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ま
え
が
き

二
〇
二
〇
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
と
も
に
、
世
界
の
多
く
の
都
市
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
た
。
日

本
の
都
市
で
は
、
諸
外
国
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
こ
そ
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
い
う
名
の
も
と
、

外
出
自
粛
の
要
請
が
出
さ
れ
た
。
人
が
い
な
く
な
り
、
閑
散
と
し
た
都
市
の
風
景
は
、
私
た
ち
が
は
じ
め
て
見
る
光
景
だ
っ
た
。

『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
で
世
界
の
都
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
風
景
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
ふ
と
十
九
世
紀
ポ
ス
ト
印
象
派
を

代
表
す
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ス
ー
ラ
の
絵
を
思
い
出
し
た
。《
風
景
、
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ッ
ト
島
》（
一
八
八
四
年
、
個
人
蔵
）
で
あ

る
（
図
1
）。
島
に
は
人
気
が
な
く
、
お
だ
や
か
な
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
た
静
か
な
光
景
だ
け
が
広
が
る
。
目
を
凝
ら
せ
ば
、
セ
ー

ヌ
川
に
は
ボ
ー
ト
が
、
ま
た
遠
景
に
白
い
犬
が
一
匹
見
え
る
が
、
ほ
ぼ
誰
も
い
な
い
。
画
家
は
白
黒
だ
け
の
デ
ッ
サ
ン
で
も
同
様
に
、

人
の
気
配
の
な
い
空
虚
な
同
様
の
景
色
を
捉
え
て
い
る
。
ス
ー
ラ
は
こ
の
風
景
に
、
四
十
名
ほ
ど
の
人
々
を
登
場
さ
せ
て
、
名
高

い
《
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ッ
ト
島
の
日
曜
日
の
午
後
》（
一
八
八
四
―
八
六
年
、
シ
カ
ゴ
・
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
蔵
）（
図

2
）
を
一
八
八
六
年
に
完
成
・
発
表
し
た
。
木
彫
の
よ
う
に
動
き
の
な
い
こ
わ
ば
っ
た
人
物
た
ち
と
、
淡
々
と
機
械
的
に
置
か
れ
た

点
描
が
当
時
、
批
評
家
た
ち
か
ら
揶
揄
さ
れ
た
。
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図１　スーラ《風景，グランド・ジャット
島》1884年，縁取り 1888-89年，64.7 x 81.2 cm，
個人蔵

図２　スーラ《グランド・ジャット島の日曜日の午
後》1884-86年，207.5 x 308.1 cm，シカゴ・アート・
インスティテュート蔵

と
こ
ろ
で
、
ス
ー
ラ
は
大
作
を
完
成
さ
せ
た
あ
と
の
一
八
八
八
年
か
ら
八
九
年
に

か
け
て
、
最
初
に
描
い
た
風
景
だ
け
の
習
作
に
手
を
加
え
て
い
る
。
カ
ン
ヴ
ァ
ス
の

周
囲
を
点
描
で
縁
取
り
、
さ
ら
に
は
、
同
じ
く
点
描
で
装
飾
さ
れ
た
額
縁
を
つ
く
り
、

こ
の
絵
に
取
り
付
け
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
画
家
は
、
人
の
い
な
い
空
虚
な
風
景
を
、

点
描
装
飾
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
た
だ
の
「
習
作
」
か
ら
完
成
し
た
「
風
景

画
」
へ
と
変
容
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
こ
の
作
品
を
見
る
と
き
、
画
家
は
、
人
の
い
な
い
舞
台
に
人
を
登
場
さ

せ
て
、
完
成
し
た
風
景
に
し
た
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
だ
け
を
見
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
と
な
っ
て
見
れ
ば
、「
人
の
い
な
い
舞
台
」
か
ら
「
人
々
で
に
ぎ
わ
う
日
曜
日
の

風
景
」
へ
と
い
う
行
程
ま
で
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
、「
人
の
消
え
た
風
景
」
ま
で

が
射
程
と
し
て
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
間
が
い
な
く
な
っ
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
の
都
市
光
景
は
、
こ
の
作
品
を
新
た
な

視
点
で
眺
め
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
美
術
史
家
リ
ン

ダ
・
ノ
ッ
ク
リ
ン
は
、
ブ
ロ
ッ
ホ
の
著
作
を
引
用
し
な
が
ら
《
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ッ

ト
島
の
日
曜
日
の
午
後
》
に
反
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
要
素
を
見
出
し
て
い
る
が
（
リ
ン

ダ
・
ノ
ッ
ク
リ
ン
『
絵
画
の
政
治
学
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
二
一
年
、
三
三
〇

頁
）、
ス
ー
ラ
が
も
と
も
と
人
間
が
登
場
す
る
舞
台
と
し
て
構
想
し
た
は
ず
の
「
習

作
」
が
、
の
ち
に
人
間
が
消
え
去
っ
た
「
風
景
画
」
と
し
て
完
成
さ
れ
た
の
は
、
ま

さ
に
、
反
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
現
実
に
な
っ
た
景
色
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
て

こ
よ
う
。
実
際
、
よ
く
見
れ
ば
、
ス
ー
ラ
の
《
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ッ
ト
島
の
日
曜
日
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の
午
後
》
ほ
ど
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
捉
え
て
い
る
作
例
も
少
な
い
。
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
衛
生
的
な
理
由

か
ら
距
離
を
保
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
が
。

本
作
が
描
か
れ
た
の
は
十
九
世
紀
後
半
。
パ
リ
が
本
格
的
に
近
代
都
市
と
な
り
は
じ
め
た
時
代
で
あ
る
。
画
家
は
す
で
に
都
市
の

危
機
を
予
兆
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

＊

本
書
は
、
都
市
に
関
し
、
多
様
な
専
門
と
視
点
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
論
考
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
美
術
」
や
「
ア
ー

ト
」
が
考
察
の
中
核
と
し
て
あ
る
が
、
よ
り
広
く
文
化
や
社
会
を
起
点
と
し
た
考
察
も
含
め
ら
れ
る
。

論
稿
の
執
筆
者
は
、
早
稲
田
大
学
総
合
研
究
機
構
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
所
「
都
市
と
美
術
研
究
所
」
の
研
究
員
を
中
心
に
、
招

聘
研
究
員
お
よ
び
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
て
き
た
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。

「
都
市
と
美
術
研
究
所
」
は
名
前
の
と
お
り
、
二
〇
一
六
年
の
設
立
以
来
「
都
市
」
と
「
美
術
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
分
野
を
限
定

す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
幅
広
い
視
点
か
ら
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
さ
れ
た
い
（http://w

3.w
aseda.jp/prj-cityandart/

）。
研
究
所
に
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
は
、
建
築
、
土
木
、
都

市
計
画
、
社
会
学
、
美
術
史
、
文
学
、
思
想
な
ど
、
理
系
か
ら
文
系
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
を
基
盤
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
都
市
を
め
ぐ
り
、
各
分
野
か
ら
課
題
の
提
示
や
考
察
が
多
角
的
に
な
さ
れ
て
き
た
が
、
と
は
い
え
、
何
ら

か
の
統
一
的
問
題
の
解
決
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
。
あ
え
て
そ
の
目
的
を
示
す
な
ら
、
都
市
の
危
機
や
再
生
、
過
去
や
未
来
に

つ
い
て
、
多
様
な
問
題
を
示
し
、
浮
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
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以
下
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
論
考
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
点
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

第
一
部
「
危
機
の
時
代
の
社
会
と
都
市
、
構
想
と
未
来
」
は
以
下
の
論
考
で
構
成
さ
れ
る
。

長
田
攻
一
氏
に
よ
る
「『
危
機
の
時
代
』
に
お
け
る
日
本
の
都
市
」
は
、
大
震
災
、
コ
ロ
ナ
、
集
中
豪
雨
な
ど
、
危
機
を
き
っ
か

け
に
顕
著
に
な
っ
た
現
代
日
本
の
姿
を
鋭
く
あ
ぶ
り
出
し
た
も
の
で
、
本
論
集
の
根
幹
的
課
題
を
提
出
す
る
。
筆
者
の
指
摘
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
都
市
に
お
い
て
人
々
は
、
災
害
時
の
防
災
問
題
を
は
じ
め
、
多
く
の
問
題
を
も
っ
ぱ
ら
行
政
の
仕
事
と
考
え
る
傾
向
に

あ
る
。
た
と
え
ば
、
排
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
問
題
に
つ
い
て
は
、
道
路
沿
い
の
住
民
で
も
な
け
れ
ば
関
心
を
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
「
行
政
依
存
」、「
私
生
活
主
義
」、「
政
治
的
無
関
心
」
が
、
現
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
「
都
市
の
脆
弱
性
」
を
生
み
出

し
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て
提
案
さ
れ
る
の
は
持
続
可
能
な
「
環
世
界
」
と
い
う
新
た
な
都
市
シ
ス
テ
ム
の
再
編
で
あ

る
。大

石
久
和
氏
も
ま
た
「
都
市
の
未
来
と
道
路
―
―
空
間
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
お
い
て
、
大
災
害
や
少
子
高
齢
化
が
も
た
ら
す
課

題
を
、
現
代
日
本
の
ま
さ
に
「
国
難
」
と
し
て
強
く
訴
え
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
日
本
を
守
り
え
る
最
大
に
し
て
唯
一
の
手
段

は
、
東
京
首
都
圏
一
極
集
中
の
解
消
で
あ
る
と
提
唱
す
る
。
そ
れ
に
は
日
本
全
国
に
わ
た
っ
て
特
色
あ
る
都
市
の
創
成
が
必
要
で
あ

り
、
魅
力
あ
る
各
都
市
を
つ
な
ぐ
た
め
の
高
速
イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
「
国
土

学
」
の
提
唱
者
で
あ
る
筆
者
独
自
の
視
点
か
ら
、
こ
れ
ら
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

マ
チ
ウ
・
ベ
ル
ジ
ェ
氏
と
ジ
ョ
フ
レ
・
グ
リ
ュ
ロ
ワ
氏
に
よ
る
「
ポ
ス
トC

O
V

ID

都
市
の
た
め
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
は
何

か
？
」
は
欧
州
基
金
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
都
市
問
題
研
究
の
た
め
の
学
際
ラ
ボ
に
お
け
る
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
中
心
地
に
位
置
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
主
要
な
二
大
学
で
教
鞭
を
と
る
研
究
者
た
ち
が
訴
え
る
の
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
都

市
で
は
、「
室
内
性
を
伴
う
公
共
空
間
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
テ
リ
ア
）」
と
さ
れ
る
諸
施
設
の
重
要
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
、
空
港
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
が
、
そ
の
機
能
性
を
超
え
、
く
つ
ろ
ぎ
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
幸
福
の
経
験
を
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人
々
に
提
供
す
る
、
重
要
な
空
間
と
な
り
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
拠
点
と
す
る
研
究
者
ク
レ
ー
ル
・
ペ
ル
グ
リ
ム
ズ
氏
の
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
自
転
車
専
用
交
通
網
の
発

展
に
対
す
るC

O
V

ID
-19

の
イ
ン
パ
ク
ト
―
―
戦
術
的
都
市
計
画
と
美
的
経
験
」
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
機
能

主
義
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
シ
フ
ト
し
た
別
の
レ
ベ
ル
の
新
た
な
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
、
か

つ
て
よ
り
望
ま
れ
て
い
た
自
転
車
専
用
道
路
の
設
置
が
期
せ
ず
し
て
現
実
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
の
は
、
従
来
の

自
転
車
専
用
道
の
不
十
分
さ
だ
。
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
専
用
道
は
、
速
度
に
こ
だ
わ
っ
た
健
常
者
の
た
め
の
仕
事
用
の
も
の
だ
が
、

今
求
め
ら
れ
る
の
は
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
い
っ
た
弱
者
が
、
低
速
走
行
に
よ
っ
て
利
用
で
き
、
美

し
い
風
景
、
動
植
物
と
の
出
会
い
、
環
境
へ
の
感
性
的
体
験
を
促
す
自
転
車
道
な
の
で
あ
る
。

河
野
昌
広
氏
は
、「
車
の
道
か
ら
歩
く
道
、
自
転
車
の
道
、
走
る
道
へ
―
―
都
市
の
困
難
と
再
生
」
に
お
い
て
、
道
空
間
の
さ
ら

な
る
新
し
い
可
能
性
に
着
目
し
て
い
る
。「
車
の
道
」
か
ら
「
自
転
車
の
道
」
や
「
歩
く
道
」
へ
の
転
換
は
、
都
市
に
多
様
な
要
素

を
も
た
ら
す
た
め
の
重
要
な
論
点
だ
が
、
こ
れ
に
加
え
、「
走
る
道
」
に
目
を
向
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
皇
居
周
辺
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
道
が
提
供
す
る
の
は
、
都
市
を
走
る
体
験
で
あ
り
、
走
る
こ
と
で
「
都
市
を
体
感
す
る
」
こ
と
だ
。
そ
れ
は
近
隣
で
働
く
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
だ
け
で
な
く
、
遠
方
か
ら
の
観
光
客
ま
で
様
々
な
人
々
を
呼
び
こ
み
、
都
市
空
間
の
活
性
化
に
有
効
な
多
様
性
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
生
み
出
す
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

第
二
部
「
都
市
の
創
造
と
再
生
」
に
は
以
下
の
論
考
が
収
め
ら
れ
る
。

古
谷
誠
章
氏
に
よ
る
「
建
築
・
都
市
は
、
災
厄
か
ら
い
か
に
蘇
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
は
、
都
市
の
再
生
に
関
す
る
論
考
で
あ

る
。
イ
タ
リ
ア
半
島
に
位
置
し
、
世
界
遺
産
と
も
な
っ
て
い
る
マ
テ
ー
ラ
。
石
の
家
で
構
成
さ
れ
た
町
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
堅
牢

な
は
ず
の
石
の
町
並
み
も
人
が
住
ま
な
け
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
崩
壊
す
る
。
対
比
的
な
の
は
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民
た
ち
の
住
ま
い

方
で
、
定
住
し
な
い
彼
ら
だ
が
、
大
切
な
も
の
を
留
め
置
く
た
め
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
と
い
う
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
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江
戸
か
ら
東
京
へ
と
火
災
、
地
震
、
戦
禍
を
生
き
抜
い
て
き
た
東
京
の
再
生
が
、「
記
憶
」
の
場
と
し
て
の
都
市
の
重
要
性
と
と
も

に
語
ら
れ
る
。

藤
井
由
理
氏
の
「
創
造
的
手
法
と
し
て
の
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、「
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
す
な
わ
ち
「
表
記
法
」
を
め
ぐ
り
、

そ
の
創
造
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
考
察
で
あ
る
。
地
図
や
楽
譜
か
ら
建
築
や
都
市
ま
で
、
領
域
を
横
断
し
多
く
の
例
が
出
さ
れ
、

分
野
を
超
え
共
通
し
た
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
都
市
に
関
す
る
表
記
法
の
歴
史
を
辿
れ
ば
、
都
市
は
、
た
ん
に
空
間
に
存
在

す
る
対
象
の
物
理
的
な
位
置
や
特
徴
を
記
述
す
れ
ば
表
記
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
人
々
が
歩
き
、
時
間
的
な
連
続

の
な
か
で
得
ら
れ
る
知
覚
や
イ
メ
ー
ジ
、
体
験
こ
そ
が
、
都
市
を
意
味
付
け
、
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

山
村
崇
氏
に
よ
る
「『
小
さ
な
手
つ
き
』
で
実
現
す
る
ア
ー
ト
の
ま
ち
―
―
天
王
洲
に
お
け
る
小
規
模
継
続
的
整
備
に
よ
る
エ
リ

ア
価
値
の
再
構
築
」
は
、
東
京
の
天
王
州
に
お
け
る
地
域
再
生
の
実
際
を
、
詳
細
な
調
査
・
研
究
を
基
に
示
し
た
も
の
だ
。「
天
王

州
ア
イ
ル
」
の
名
で
親
し
ま
れ
る
本
地
区
は
、
ア
ー
ト
好
き
に
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
街
と
し
て
も
す
で
に
す
っ
か
り
な
じ
み
深
い
が
、

ア
ー
ト
の
街
と
し
て
の
「
物
語
」
は
、
再
開
発
の
た
め
に
少
し
ず
つ
紡
が
れ
た
新
し
い
「
物
語
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ス
ク
ラ

ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
よ
る
大
規
模
開
発
と
は
異
な
る
緩
や
か
な
価
値
の
向
上
は
、
脱
成
長
期
に
お
け
る
業
務
市
街
地
再
生
の

ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。

マ
ー
テ
ィ
ン
・
グ
ロ
ス
マ
ン
氏
の
「
朝
日
の
昇
る
国
の
メ
ガ
シ
テ
ィ
の
芸
術
と
文
化
―
―
ブ
ラ
ジ
ル
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
場
合
」
は
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
長
年
住
み
、
教
鞭
を
と
っ
て
き
た
筆
者
の
目
を
通
し
て
、
都
市
と
ア
ー
ト
の
複
雑
な
関
係
を
考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
都
市
圏
は
人
口
二
一
〇
〇
万
人
以
上
を
抱
え
る
大
都
市
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
世
界
で
も
っ
と
も
有
力
な
都
市
の
ひ
と
つ
に

入
る
。
一
方
で
、
周
辺
部
に
は
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
街
が
広
が
り
、「
経
済
的
不
平
等
」
が
こ
の
都
市
を
真
に
支
配

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
の
文
化
政
策
で
は
、
周
辺
に
も
目
を
向
け
た
多
様
で
複
雑
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
、
実
際
に
行
わ

れ
た
ア
ー
ト
・
イ
ベ
ン
ト
を
例
に
都
市
へ
の
ア
ー
ト
の
介
入
の
可
能
性
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
部
に
は
、「
都
市
の
歴
史
と
文
化
」
を
と
り
あ
げ
た
論
考
が
収
め
ら
れ
る
。

宮
城
徳
也
氏
に
よ
る
「
古
典
古
代
の
疫
病
と
都
市
―
―
文
学
作
品
に
お
け
る
描
写
」
は
、
ギ
リ
シ
ア
文
学
や
ラ
テ
ン
文
学
の
記
述

か
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
都
市
に
関
し
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
ホ
メ
ロ
ス
、
ヘ
シ
オ
ド
ス
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ

デ
ス
、
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
、
ソ
ポ
ク
レ
ス
、
セ
ネ
カ
。
こ
れ
ら
の
作
家
や
歴
史
家
た
ち
の

著
述
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
か
ら
は
、
作
品
ご
と
に
創
作
姿
勢
や
視
点
は
異
な
る
も
の
の
、
紀
元
前
か
ら
す
で
に
医
術
、
知
識
、

宗
教
を
背
景
に
、
人
間
が
い
か
に
疫
病
と
闘
っ
て
き
た
の
か
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
歴
史
の
長
さ
と
同
時
に
、
時
代

を
超
え
て
現
代
と
か
わ
ら
な
い
普
遍
的
問
題
に
気
付
か
さ
れ
る
。

楢
山
満
照
氏
の
「
墓
の
あ
る
都
市
景
観
―
―
秦
始
皇
帝
陵
の
陵
園
と
魂
の
巡
遊
」
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
造
営
さ
れ
た
「
死
」

を
め
ぐ
る
都
市
空
間
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。
紀
元
前
二
二
一
年
、
全
土
を
統
一
し
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
な
っ
た
秦

の
始
皇
帝
。
そ
の
墓
陵
に
つ
い
て
は
、
発
見
さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
兵
馬
俑
で
知
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
本
論
で
は
、
近
年
中

国
で
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
調
査
を
も
と
に
、
地
下
内
部
の
様
相
を
分
析
す
る

と
同
時
に
、
墓
の
造
成
と
と
も
に
創
ら
れ
た
「
陵
園
」
に
つ
い
て
も
着
目
し
、
全
貌
に
迫
る
。

鄭
珉
（
ジ
ョ
ン
・
ミ
ン
）
氏
は
「
十
八
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
の
文
人
知
識
人
層
に
よ
る
園
芸
趣
味
」
に
お
い
て
、
朝
鮮
時

代
の
ソ
ウ
ル
に
お
け
る
何
と
も
豊
か
で
風
流
な
都
市
生
活
の
一
面
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
当
時
ソ
ウ
ル
で
は
、
清
か
ら
の
文
物

の
輸
入
や
出
版
の
普
及
に
よ
っ
て
文
化
活
動
が
促
さ
れ
、
書
画
・
骨
董
等
の
芸
術
に
加
え
、
花
や
植
物
を
愛
好
す
る
人
々
が
増
大
す

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に
見
出
さ
れ
る
園
芸
趣
味
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
は
、
そ
の
熱
狂
ぶ
り
を
示
す
も
の
だ
。
朝
鮮
時
代
の
文
化

を
幅
広
く
研
究
し
て
き
た
筆
者
は
、
そ
こ
に
都
市
文
化
の
活
性
化
が
も
た
ら
し
た
一
種
の
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
見
出
し
て
い

る
。池

田
祥
英
氏
は
「
地
底
都
市
の
美
し
き
生
活
―
―
タ
ル
ド
『
未
来
史
の
断
片
』
を
読
む
」
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
に
よ
る
Ｓ
Ｆ
小
説
を
と
り
あ
げ
る
。
初
出
が
一
八
九
六
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
、
ま
る
で
現
在
私
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た
ち
が
直
面
す
る
地
球
環
境
問
題
や
コ
ロ
ナ
と
い
っ
た
危
機
を
予
言
す
る
よ
う
に
重
な
る
要
素
が
多
い
の
に
驚
か
さ
れ
よ
う
。
地
下

都
市
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
人
間
た
ち
が
、
芸
術
に
勤
し
み
再
生
す
る
物
語
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。『
模
倣
論
』
に
代
表
さ
れ

る
、
タ
ル
ド
が
展
開
し
た
独
自
の
社
会
学
理
論
の
反
映
が
読
み
取
ら
れ
て
い
る
。

第
四
部
は
、「
都
市
の
表
象
と
美
術
」
に
関
す
る
論
考
で
構
成
さ
れ
る
。

ゲ
イ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
「
二
十
年
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
9
・
11
に
応
答
し
制
作
さ
れ
た
芸
術
を
振
り
返
る
―
―
ゲ
ル
ハ
ル

ト
・
リ
ヒ
タ
ー
、
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ル
、
中
川
直
人
、
ロ
ズ
・
ダ
イ
モ
ン
を
通
し
て
」
は
、「
都
市
と
美
術
研
究
所
」
の
第

一
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
際
し
ダ
イ
モ
ン
氏
と
と
も
に
来
日
・
講
演
さ
れ
た
内
容
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
タ
イ
ト

ル
に
あ
げ
ら
れ
た
各
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、
9
・
11
事
件
に
い
か
に
反
応
し
、
制
作
し
た
か
が
分
析
さ
れ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
り
、
抽
象
、
具
象
、
絵
画
、
彫
刻
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
と
、
表
現
や
手
法
と
と
も
に
、
視
点
や
関
わ
り
方
も
多
様
で
異
な
っ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
、
忘
却
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
悲
劇
に
、
芸
術
の
力
が
な
し
え
る
こ
と
は
何
か
を

問
う
。

坂
上
桂
子
が
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
画
家
　
木
村
利
三
郎
―
―
都
市
の
表
象
と
〈
9
・
11
〉」
で
取
り
あ
げ
る
の
は
、
一
九
六
四
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
、
生
涯
ア
メ
リ
カ
で
制
作
を
続
け
た
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
木
村
利
三
郎
の
作
品
は
、
わ
ず
か

な
例
を
除
け
ば
、
タ
イ
ト
ル
は
す
べ
て
「C

ity

」
に
番
号
が
付
け
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
都
市
」
の
画
家
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
。
作
品
の
細
か
い
分
析
か
ら
は
、
都
市
へ
の
賞
賛
が
多
彩
に
表
現
さ
れ
つ
つ
も
、
他
方
で
、
テ
ロ
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
か
ら
、

都
市
の
「
崩
壊
」
が
作
品
の
な
か
で
繰
り
返
し
予
感
さ
れ
暗
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
時
代
に
敏
感
に
反
映
し
予
知
す

る
芸
術
の
力
を
見
出
し
て
い
く
。

田
中
綾
子
氏
の
「
荒
川
修
作
＋
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ
の
都
市
構
想
『R

eversible D
estiny C

ity

／
天
命
反
転
都
市
』
―
―
プ
ラ
ネ

タ
リ
ー
・
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
」
は
、
荒
川
修
作
の
都
市
構
想
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
荒
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川
と
い
え
ば
、
岐
阜
の
「
養
老
天
命
反
転
地
」
や
東
京
・
三
鷹
市
の
「
天
命
反
転
住
宅
」
で
知
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。「
死
な
な
い

た
め
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
っ
て
、「
天
命
」
を
「
反
転
」
す
る
こ
と
を
も
っ
ぱ
ら
主
張
し
て
き
た
美
術
家
・
思
想
家
だ
が
、

本
論
で
は
、
荒
川
の
都
市
構
想
に
、
む
し
ろ
「
人
の
た
め
の
街
」、「
希
望
を
持
て
る
街
や
共
同
体
」、「
日
常
が
芸
術
と
な
る
都
市
」

と
い
っ
た
「
未
来
の
都
市
像
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

塚
原
史
氏
に
よ
る
「
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
『
反
転
』
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
変
容
―
―
ダ
ダ
か
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
」
は
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
お
い
て
変
容
し
た
美
術
館
の
新
し
い
姿
か
ら
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
を
再
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
美
術
館
は

ど
こ
も
長
期
の
閉
鎖
を
迫
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
現
実
の
空
間
で
見
せ
る
代
わ
り
に
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
を
駆
使
し
て
作

品
を
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
美
術
館
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
具
体
的
に
い
か
に
対
応

し
て
き
た
を
詳
し
く
辿
り
、
美
術
館
の
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
化
に
、「
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
《
泉
》
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
概
念
を
超
越
」
し
て
き
た

の
と
同
様
の
「
反
転
」
を
見
出
し
て
い
る
。

冨
田
章
氏
の
「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
戦
略
―
―
都
市
型
私
立
美
術
館
の
課
題
と
限
界
」
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
勤

務
し
携
わ
っ
て
き
た
美
術
館
三
館
を
例
に
、
日
本
に
お
け
る
「
都
市
型
」
の
私
立
美
術
館
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
だ
。
横
浜
の
そ
ご

う
美
術
館
、
大
阪
の
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
経
験
は
、
美
術
館
の
実
際
を
何
よ
り
も
よ

く
伝
え
て
く
る
。
こ
の
う
ち
す
で
に
は
じ
め
の
二
館
は
閉
館
し
て
お
り
、
そ
の
歴
史
は
筆
者
の
個
人
的
体
験
に
留
ま
ら
ず
、
一
九
九

一
年
か
ら
現
在
に
至
る
、
日
本
の
美
術
館
の
発
展
の
か
た
ち
や
歩
み
自
体
と
も
重
な
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
日
本
の
都
市
に

お
け
る
私
立
美
術
館
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
再
考
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
本
書
に
収
録
さ
れ
た
各
論
考
で
あ
る
。
振
り
返
れ
ば
、
本
研
究
所
の
立
ち
上
げ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
都
市
の
災
害
と
ア

ー
ト
―
―
9
・
11
／
3
・
11
」（
二
〇
一
七
年
）
を
テ
ー
マ
と
し
、
テ
ロ
と
自
然
災
害
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
災
害
を
テ
ー
マ
に
は

じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
折
し
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
さ
ら
な
る
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
所
が
は



じ
ま
っ
た
頃
に
は
想
定
も
し
な
か
っ
た
状
況
下
に
あ
る
。
環
境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
人
口
問
題
な
ど
都
市
の
危
機
は
止
み
そ

う
に
な
い
が
、
都
市
の
明
る
い
未
来
へ
向
け
て
の
道
筋
を
照
ら
す
光
が
、
こ
れ
ら
の
論
考
か
ら
わ
ず
か
で
も
見
出
せ
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
一
月

都
市
と
美
術
研
究
所
所
長
　
坂
上
桂
子


